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人類が社会的な営みのなかで生み出してきた文書量は膨大である。アーカイブズは人類共有の知

的遺産であり、その保存・公開を支えるアーカイブズ学はまさに諸学のための基礎学といえる。本書

はとくに重要となるアーカイブズ群の構造的な理解 (構造認識 )と その表示 (編成記述 )について、

第一編で研究動向や理論的な整理をし、第二 。三編で近世 ・近代の多様な文書群をとりあげ実践的

な議論を展開する。国文学研究資料館で行われた共同研究の成果。
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翫 農 尾 却
近 郊 の 付 と 面 睦

佛教大学6脇叢書22
京都近郊に位置 し、公家・寺院領を中心とする相給村落であつた山城
国乙訓郡石見上里村 (現・京都市西京区大原野石見、上里)と 、同村
百姓にして公家家来でもあり、庄屋 。医師・手習師匠としても活動し
た大島家を研究対象に、近世百姓の変容と実態を多面的に明らかにす
る。
レA5判・288頁/本体4,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-173卜 1

蕃剣畠嘉
農怪営と地域社会

18世紀末以降、河内国丹南郡岡村 (現藤井寺市)の庄屋を世築した豪
農・地方名望家が岡田家であり、近世・近代において同家が作成・授
受した「岡田家文書」は、 1万数千点にもおよぶ。近年整理が進めら
れている岡田家文書を多角的に分析し、畿内における村落と豪農の特
質を経済・社会構造の観点から解明する。
レA5判・508頁/本体 7.800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1385-6

窪纂知増
丼六―Rbと 農民たちの近代

農業近代化の過程で重要な役割を果たした「老農」といわれた農事改
良者たちは近代化のなかで忘れられた存在である。除草機 「太一車」
の発明者として知られる中井太一郎について、ライフヒス トリーを丹
念にたどりながら、彼の技術・思想や、その全国巡回を支えた組織・
団体などを明らかにする。
レA5判・388頁 /本体 7,500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1710-6

蜜 遭 紆 建 獣 評 継 翁 腕 氣
政 近 阻 会 腑 の 曲

永青文庫細川家文書に大量に残された地方行政記録綴 「覚帳」や、村
役人層をはじめとする住民の評価・褒賞記録綴 「町在」の系統的分析
を行うことで、19世紀段階の近世行政システムの全容を解明し、さら
にそれらが近代社会の成立や地域の近代化にとつて、どのような前提
条件を提供することになつたのかを明らかにする。
レA5判 '420買/本体 91000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1458-7

思文閣出版既刊図

近世京都の都市と民衆
鎌田道隆著                思文間史学叢書
著者が京都市史編さん所時代におこなった京都市内全域の旧家・会所
・小社寺などの民間史料調査をもとに、戦国から幕末維新までの京都
都市論を展開する。【内容】戦国期における市民的自治について/初
期幕政における京都と江戸/町の成立と町規制/京都における十人組
・五人組の再検討/都市借屋人問題の歴史的展開 他
>A5判・390頁/本体 7,800円 (税別)      ISBN4-7842-103牛 2

福)熱墾昇
の家農 ◆名望家と地域社会

19世紀の豪農 。名望家と地域社会の関係を、上位権力 (領主など)と
都市と取り結ぶ関係にも留意し、中核的豪農と一般豪農の経営レベル
の比較、金融活動の分析を中心に、畿内 。信濃の地域間比較の視点も
加え、その生業・営為を近世・近代を通じて、近代及び近代移行期の
特質を解明するための地域社会論を提起する。
レA5判・330頁/本体 6,000円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1642-0

牛 と 農 個 の 近 代 史 家畜預託慣行の研究
板垣貴志著
牛を介して取り結ばれる人々の社会関係を明らかにし、それが近代農
村で果たした歴史的意義を解明する。そして歴史の片隅へ押し流され
ながらも、地域社会の調和と共存のために努めた名もなき農民群像を
描く。いうなれば、進歩のかげで退歩しつつあるものを見定めた宮本
民俗学に共鳴する社会経済史である。
レA5判・266頁/本体 4,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1725-0

京都の歴史災害
吉越昭久 。片平博文編
歴史上、京都を築つたさまざまな災害をとりあげ、地理情報システム
(GIS)な どによる災害範囲や規模の復原、特徴や被害発生の社会的
背景の分析、また人々の取り組みなどを論じる。地理学、歴史学、工
学など多様な分野の研究者による、立命館大学G― COEプログラム
「文化遺産の防災」プロジェクトの成果。
レA5判・322頁/本体 2,300円 (税別)    ISBN978-4-7842-1643-7

近代回京と地域振興 京都府の近代
高ス嶺之介著
近代日本の地域社会の姿を、京都府下における、明治前期の京都宮津
間車道の開堅 。明治前期～中期にかけての琵琶湖疏水と鴨)|1運河の開
盤・明治初期～昭和の敗戦直後までの天橋立の保存とその振興・明治
初期～昭和の敗戦直後にかけての童仙房村の開拓、という特定のテー
マを取り上げ、地域振興の視点から考察する。
レA5判・364頁/本体 6,500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1570-6

近代地方政治と水刺土木
服部敬著
淀川・安威川・神崎川の水利構造の変遷と分析、沿岸住民の治水運動
と中央・地方議会と政党の対応、近代化の意味と中央集権的近代国家
の性格を地域史の視座から問う。【内容】近代国家の成立と水利慣行
/水利組合の成立とその機能/淀川改修運動と地方政治の動向/日 露
戦後の農事改良政策と水利問題
レA5判・400頁/本体 6,600円 (税別)      ISBN牛 7842-0873-9

回

北垣国道 (1836-1916)は 、京都府知事に就任 した明治14年 (1881)か ら、
北海道長官・拓殖務次官などを経て、隠棲した明治34年 (1901)ま での
活動や人々との交流を日記に書き残した。明治翔地方官の実情を記し、
京都のみならず中央政治史や地方自治・土木史・北海道史研究に寄与
する資料。
レA5判・652頁 /本体 9,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1499-0

攀ぉ鼻邦
の歴史都市 古都と城下町

「古都」京都・奈良、助口賀百万石」の金沢、伊達政宗の仙台など、
都市は実にさまざまな歴史性をまとっている。 しかしそれらは、近代
化の過程で発見され、選び取られたイメージであつた。本書は「都市
の歴史性」をキーワー ドに、分野を超えた研究者たちが参カロした京都
大学人文科学研究所・共同研究「近代古都研究」班の成果。
レA5判・600頁 /本体 7,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1700-7

記「塵瓶」

住友の歴史 [上巻◆下巻]

朝尾直弘監修/住反史料館編
近世初頭から銅の精錬を業とし、その後金融・貿易などをも手がけ、
近代の財閥につながる豪商の一典型である住友の歴史をわかりやすく
紹介。連綿と受け継がれる住友精神の源泉がここにある。
上巻レ46判・286頁 /本体 1,700円 (税別)  ISBN978-4-7842-1703-8

※下巻は2014年夏刊行予定

地域社会分ら見る市回回京と植民地
朝鮮 ◆台湾 ◆着洲

松田利彦。陳妊浸編
「支配される側」の視点と「帝国史」という視点一一、異なるレベル
の問題に有機的関係を見いだすため、国内外の朝鮮史・台湾史研究者
が多彩な問題関心を持ち寄り植民地期の地域社会像を浮かび上がらせ
る。国際日本文化研究センター共同研究の成果。
レA5判・852頁 /本体 13,800円 (税別)   ISBN078-4-7842-1682-6

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌『鴨東通信』を年 4回無料でお送 りしています。
電話・fax・ Eメ ールでお申 し込み下さい。※印の書籍は外函・カバーに汚れ・傷みがございます

垣代古煩保存行政の研
尾谷雅比古著
近代日本の文化財保存行政について古墳を素材としてとりあげ、その
背景にある国家の理念とそれに基づく施策、実施される行政行為の歴
史的変遷をあとづける。行政と対峙する地域・民衆の動きにも目を向
けて文化財保存行政を論じる。巻末に、国・地方の歴史的行政資料や
行政文書を抽出した関係史料集を収録。
レA5判・384頁/本体 7,200円 (税別)    ISBN978-牛 7842-173牛 2

回 頭 伝 承 と 文 字 文 fL文字の民俗学 声の歴史学
笹原亮三編
民俗学における文献史料の扱いは、「口頭伝達を重視する民俗学、文
献を重視する歴史学」という固定観念は崩れつつあるものの、明確な
方法論は未だ打ち出されていない。フィール ドワークによる生の資料
と、文字で伝えられた資料両者の扱いかたに着目し、新たな研究方法
について論じた意欲作。
レA5判・444頁 /本体 7,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1447-1


